
書式第 12号

2018年 度事業報告書

2018年 4月 1日 から2019年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 災害人道医療支援会

1 事業の成果
2018年度においては主として下記のような緊急医療支援活動、災害医療教育活動を行った。

(1)緊急医療支援活動
■ ミ 民 道ン マ 金

017年 11月 11日 より開始 したバングラデシュにおけるミャンマーからのロヒンギャ難民に対する人
療支援活動を 2018年 4月 30日 まで継続した。ミッション終了後、在バングラデシュ関係機関へ、メ

レおよび郵送により報告書を提出した。

■西 日 金

018年 7月 2日 から5日 頃にかけて西日本を襲った豪雨により、西日本各地で土砂崩れや川の氾濫による災
が発生した。 7月 8日 、HuMAは岡山県で最も被害が大きかった倉敷市真備町に初動調査隊を派遣

た。倉敷市保健所が主導するKurashiki Disaster Recovery Orgaization(KuraDRO)の 要請により、7月

11日 より31日 まで、当初は約300名 の地域住民の方々が避難されていた薗小学校で医療支援を実施した。
当初は、薗小学校内の体育館で日赤や大学からの応援チームと合同での診療を行っていたが、その後
は、日中に自宅の片づけ作業等をされている被災者の方々のために、PWJの協力のもとHuMAは校庭に設
された トレーラーハウス (Peace Winds Japan、 A―PAD Japan、 Civic Forceの 3団体からの提供)を利用 し
て夜間診療をも行った。本隊撤収後は8月 の毎週土曜 日に薗小学校の保健室で健康相談を継続 して実施 し
た。

■西 日 町での

敷市真備町で、日本アロマセラピー学会と共に、災害により住民が離散した地域におけるコミュニテ
ィーの再生支援 として、2018年 10月 より月に 1回、健康相談活動を行った。同時に、健康相談に来 ら
る住民の方々にはアロマセラピー、ハン ドマッサージ、ハーブティー等のサー ビスを提供 した。

(2)災害医療教育活動
にてHuMA の

018年 6月 24日 、日本医科大学千駄木校舎でHum導入研修を開催 した。この研修会は被災地で実際に活
る前に最低限知っておきたい基礎知識から最新のhergency Medical Teamに 関する情報まで幅広 く学習

してもらうことが目的で、16名 が受講した。
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u融 は JaNISS(N∞ 安全管理イニシアティブ)と 共同で、途上国で活動するN00向 けのファース トエイ ド

を実施した。2018年 8月 、2019年 2月 と日本体育大学の協力のもと同大学のキャンパス内で開催し
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より、スキルを実践的に現場で使えるレベル とすることを目指 してお り、両日合わせて 100名が参加 し

オス ルアンプ .t:iz 0)Children' s Cultural Center CCC で の H 金

恒常的に医療へのアクセスが悪いラオスのルアンパルバンで、子 どもたちが約200人集まるChildren'

lture Centerの 職員 と指導的役割を担 う上級生 (中 学生と高校生)合わせて34名 に、応急処置講習を行っ
「創傷処置」、「骨折の応急処置」、「熱中症の予防と治療」、「女性の健康」とい うテーマで講義と実習

を行った。

にてHuMA の

018年 12月 9日 に福岡の国際医療福祉大学において、Hum導入研修を開催 した。この研修会は被災地で

に活動する前に最低限知っておきたい基礎知識から最新のEDergency Medical Teamに関する情報まで



く学習してもらうことが目的で、10名 が受講した。

の の

只 の

013年に東京都のNPO法人認定を取得 してから5年が経過 したため、再認定を受けるべ く東京都へ再申
をした。2018年 3月 7日 に東京都から査察官4名 がHuMA事務所へ来所 し、過去5年間の収支状況、関係

、帳簿伝票等の書類のチェックを受け、査察を受けた。その後5月 に入 り追加の査察を受け、2018年 11
12日 に再認定を取得出来た。

・アジア にてHumブース 小

018年 10月 16日 ～ 18日 にかけて神戸で開催 されたアジア太平洋災害医学会の会場にHuMAブースを出展
し、カタログ、写真等でHuMAの活動をアピールすることが出来た。医学会には500人 を越える方々が参加
されHumか らも多くの方が参加した。
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019年 3月 18日 ～20日 にかけて米子コンベンションセンターで開催 された日本災害医学会の会場にHuMA
スを出展し、カタログ、写真等でHumの活動をアピールすることが出来た。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 内 容 施

時

実

日

施

所

実

場
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額

(千円)

国内外の救急

活動組織 と共

同 して人道救

援医療活動を

行 う

ミャンマー避難民人道医療
支援

2018年 4月 1日

～4月 30日

バングラデッ
シ ュ 1名

ミャンマー避
難民 311

国内外の災害
に対 して有効
な医療救援 を

行 う

西 日本豪雨災害被災者医療
支援事業

2018年 7月 8日

～8月 25日
岡山県倉敷市

真備町

45名
岡山県倉敷市

真備町被災住

民

5,019

国内外の災害
に対 して有効
な医療救援を
行う

西 日本豪雨災害被災者健康
相談活動事業

2018年 10月 27

日～2019年 3月

16日

岡山県倉敷市

真備町

14名

岡山県倉敷市

真備町被災住
民

262

災害科学を学
ぶ者について

教育を行 う

ラオス・応急処置講習事業 2018年 10月 6日 ラオス ルア
ン/パル バ じ/ 7名 ル ア ンパ ル バ

ン/ Children's

Culture

Centerの 職 員
4名 と上 級 生

30名

害科学を

者について aNISS NGO向 け フ ァー ス ト 018年 8月 11

日、2019年 2月 浜健志台

日本体育大

ャ ン ノくス

育を行 う エイ ド研修
6日

2名 100名 32



災害科学を学
ぶ者について

教育を行 う
|

T~~~~

1日

|千

本医科大学
駄木校舎

肛血導入研修の開催 018年 6月 24日 11名 16名

災害科学を学
ぶ者 について

教育を行 う

|

HttA導入研修の開催 018年 12月 9日

I l,/ ,t\ 7

際医療福

学 福岡 8名 10名 16

医療 を含めた

災害科学の情
報収集を行 う

東京都認定NPO法人の再申
請

|

2018年 11月 12Hum
l日     |
|   |

事務所 3名 0

医療を含めた

災害科学の情

報収集を行 う

アジア太平災害医学会にてH
umブースを展示 18年 10月 ldシーサイ ドホ

～ 18日

   |テ
ル舞子 ビラ日

2名 0

医療 を含 めた

災害科学の情

報収集を行 う

北大阪急行電鉄株式会社
が主催す る服部緑地防災
ハイキングヘの出展

:

明長
l

|

部緑地019年 2月 11日 7名 0

医療 を含 めた

災害科学の情

報収集を行 う

日本災害医学会にてHuMA 019年 3月 18日 a=>.s>
ションセンタブースを展示 20日

2名 0

(2)その他の事業

事業名 事 業 内 容 施

時

実

日

施

所

実

場
従事者
の人数

支出額

(千円)
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2018年度 活動計算書

2018`年4月 1日 から2019年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人災害人道 支援会
円

科 日

¨ 金 額

経常収益  ~
1 受取会費

受取入会金
正会員受取会費
登録会員受取会費
賛助会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金

3 受取助成金等
受取助成金

4 事業収益

セミナー事業
その他の事業

5 その他収益
受取利息
外貨為替差益

経常収益計
Ⅱ 経常費用

1 事業費
(1)人 件費

人件費
人件費計

(2)その他経費
印刷費
会議費
旅費交通費
車両費
運賃
消耗品費
通信費
賃借料
保険料
広報費
手数料
支払報酬
雑費
新聞図書費
減価償却費
その他経費計

事業費計
2 管理費

(1)人件費
人件費
法定福利費
人件費計

(2)その他経費
印刷費
会議費
旅費交通費
運賃
消耗品費
通信費
地代家賃
賃借料
研修費
手数料
公租公課
諸会費
水道光熱費
支払報酬
雑費
新聞図書費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
皿 経常外収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

119,0(X)

1.023.000
557.500
410.0(X) 2,109,500

10,831,710

4.004,667

197,027

14_350
17 157

982
4 3

1

10.831.710

4.004.667

101,0(X)

96.027

49
14.301

1.390.800

.047

1.390.800

1,550

0
1,825,139
510,216

1.577
1,128,434

10,808
12,900

189,012
12,610
20.844

600,000
8、976
4、968

561.213
4_888_247

3.014,800
150.541

3_165_341

251495
3.508

265,235
339、 376
219,834
379、 802

1,296.000
65,880
29.800
91,375
2.400

173.350
63,235
162,000

5,940
14,364

0
0

4.349,272
0

4,349,272
4.708.009
9_057_281

※ 年 はその他の事業を 施 していません。



書式第 15号 (法第 28条関係)

2018年度 第17期 貸借対照表

2019年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人災害人道医療支援会

(単位 :円 )

科
曰

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(2)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金 支払予定費用

前受金 2019年度会費

仮受金

預り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

17,635,021

1,185,349

17,635,021

1 921 170

9,863,889

1,286,149

1,185,349

1∞,8∞

100,800

66,309

9,863,889

71,000

5,281,655

4,444,925

4,708,009

4,349,272

9,057,281

18,921,170



式第 16号 (法 28

2018年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人災害人道医療支援会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人会計基準協議会 )

によっています。

(1)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

(2)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

事業別損益の状況
事業別損益の状況は別紙の通りです。

3.固 定資産の増減内訳

円

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

1,313280

100,800

1,278,720

ｎ

）

ｎ

） 2,592,000

100,800

1“06,651 1,185,349

100,800

1,414,080

有形固定資産

什器備品

投資その他の資産

敷金

合計 1278,720 ｎ

〉 2,692,800 1,406,651 1,286,149



定漱 第5条 特定非営利活動に係る事業として、次の事業を行う。
事栞1目瞭を含めた災書科学の情報収集を行う。

災

災

口

口

災

栞

彙

彙

栞

彙

事

事

事

事

事

害科学についての研究開発を行う。

害科学を学ぶ者について散青を行う。
内外の災書及び牧急自療に対して迅速かつ有効な目瞭救援を行う。
内外の敦捏活動組織と共同して、国際的災害に人道救援医療活動を行う。
害科学に口する出版活動を行う。

2.事業別損益の状況

EIT」[●藪

事 業 事業 5 事業 4 事業 4 事業 3 事業 3 事業 1か
ら6

事業 4及
び5

事業 3 事業 1 事業部門計 管理部門 合 計

科 目

JPFミ ャン
マー避難民
本隊人道医
療支援事業

JPF西 日本
豪雨災害被
災者医療支
援事業

西日本豪雨
災害被災者
健康相談活
動事業

ラオス・応
急処置諄習
事業

JaNISS
NGO向 け
ファース ト
エイ ド研修

広報事業費
活動準備事
業費

HuMA導入研
修事業

日本放送協
会 ラジオ
番組取材事
業

事業部門計 管理部門 合計

0

0

0

2,898,S13

3,693,643

0

0

０
０
０
∞
０

０
０
０
∞
０

0

0

0

6,027

0
3,200,258

4,004,667

197,027

0

2,109,500

7,631,452

0

0

14.350

2,109,500

10,831,710

4,004,667

197,027

14.350

311.024 6.592.156 194.932 61.813 80.000 45.000 101.000 16.02フ 7.401.952 9,フ 55,302 17.157.254

1,358,800

0

32,000

0
1,390,800

0

3,014,800

150.541

4,405,600

150.541

1.358.800 32.000 1.390.800 3.!65.341 4.556.141

1,550

0
1,606,454

469,064

1,577

1,106,061

0
0
0

153,182

0
0

17,820

0
0
0

300,000

0
0

182,425

41,152

0
0

0

0

0

35,830

0

0

2,808

0

0

0

0

0

0

0

0

0

０

０

¨

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

鰤
０
０
０
０

0

0

０

０

０

０

０

７３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

‐３

1,550

0
1,825,139

510,216
1,577

1,128,434

10,808

0

12,900

189,012

12,610

0
20,844

0
0
0

600,000

8,976

4,968

0

0

561.213

251,495
3,508

265,235

0

339,376

219,834

379,802
1,96,000

6S,880

0
0

29,800

91,375

2,400

173,350

63,235

162,000

5,940

14,364

0

0

0

253,045

3.508

2,090,374

510216
340,953

1,348,268

39Q610
1,296,0〈 )0

78,780
189,012

12,610

29,80く )

112,219

2,400
173,350

63,235
762,000

14,916

19,332

0

0

561213
311,024 3.660.676 262.215 5,740 46.130 583.586 18.876 4.888.247 3.363.594 8251.841
311.024 5.019.476 262.215 5.740 32.000 46_130 583_586 18_876 6.279.047 6.528.93S 12.807.982

1_5,2_680 △ 67.283

I I経常収益
1. 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

人件費
法定福利費
人件費計

(2)その他経費
印刷費
会議費
旅費交通費
車両費
運賃
消耗品費
通信費
地代家賃
賃借料
保険料
広報費
研修費
手数料
公租公課
諸会費
水道光熱費
支払報酬
雑費
新聞図書費
支払寄付金
為替差損
減価償却費
その他経費計

経常費用計
当期経常増減額 56.073 48.000 △ 1.130 △ 583.586 82.124 16.027 1.122.905 3.226.367 4.349.272

1



書式第 17号 (法第 28条関係)

2018年度 第17期 財産 目録

2019年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人災害人道医療支援会

(単位 :円 )

科 金 額

資産の部

1 流動資産

現金預金

現金

普通預金

普通預金

普通預金

普通預金

普通預金

郵使貯金

普通預金

普通預金

現金手許残高

みずほ銀行 根津支店

| みずほ銀行 浅草橋支店

みずほ銀行 世田谷支店

みずに銀行 渋谷支店

三井住友銀行 世日谷支店

みずほ銀行 渋谷中央支店

三菱UFJ銀 行

流 動 資 産 合 計

2 固定,産
(1)有 形固定資産

仕器備品
ベモグロビン測定器 No.1

ヘモグロビン測定器 No.2

生体情報モニタ

ワクチン保冷庫

発電機 No.1

発電機 No.2

大型テント No.1

大型テント No.2

有形固定資産計

(2)投 資その他の資産

敷金

東京サポートオフィス

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

西日本豪雨災害 健康相談 2月 度・3月 度派遣交通費

前受金 2019年 度会費

仮受金

武田薬品工業株式会社

クラクドファンデ ン́グ

預り金

JPF助 成金 :ミャンマー避難民

JPF助 成金 :西 日本豪雨災害

源泉所得税

雇用保険科

健康保険料

厚生年金保険料

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

3,8,94()

8,“0,6``

2,616,183

4,11,041

697,14

1,166,012

104,935

0

0

1,,635,021

18,921,170

0

29250

27,056

130,050

4フ 6́5

116,793

121.835

356● 00

356,400

1286,149

1,185,349

1∞,8∞

10(,8(X

66p"

71,αЮ

4,115,“3

1,166,12

1.694.“ 1

2.713.657

12,31

3,340

8,143

12,993

9,863,889

9,863,889

9,057,281



書式第 18号 (法第 28条関係)

2018年度 年間役員名簿

2018‐午:4月 1日 から2019`年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人災害人道医療支援会

役名 氏 名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期 間

理事 前川 和彦 30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 甲斐 達朗
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 鵜飼 卓
30年 4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 金田 正樹
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事
だ与  ‐レ +
呂  ユ 又

30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 山口 孝治
30年 4月 1日 ～

9月 5日
な し

理事 中田 敬司
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理 事 石井 美恵子
30年4月 1日 ～

9月 5日
な し

理事 矢野 和美
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 吉岡 留美
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理 事 大友 康裕
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 小井土 雄一
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 近藤 久禎
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 山崎 達枝
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し



理事 千田 良
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理 事 上野 力
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理 事 渡瀬 淳一郎
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 夏川 知輝
30年 4月 1日 ～

3メ手3月 31日
な し

理事 甲斐 聡一朗
30年4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理 事 久野 将宗
30年 4月 1日 ～

31年3月 31日
な し

理事 浅井 悌
30年4月 1日 ～

3メ手3月 31日
な し

理事
公子

公子 )

清本

(山 下

30年9月 6日 ～

31年 3月 31日
な し

監事 浅井 康文
29年4月 1日 ～

9月 5日
な し

監事 杉本 勝彦
30年4月 1日 ～

3r午3月 31日
な し

監事 山口 孝治
30年 9月 6日 ～

31年3月 31日
な し



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2019年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人災害人道医療支援

氏 名 住 所 又 は 居 所

1 板倉 美千代

，

一 伊藤 裕介

一
５ 苛原 隆之

4 鈴木 健介

´
０ 高田 洋介

０^ 戸 田 はるか

７

・ 冨岡 正雄

（０ 弘中 陽子

9
~′

人ヽ
二 奮 智子

10 宮本 純子

11 林 晴実




